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12
月
定
例
会
は
、
12
月
9
日
か
ら
15
日
ま
で
、

７
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
29
年

度
か
ら
新
た
な
農
業
委
員
会
体
制
と
な
る
農
業
委

員
会
の
委
員
等
の
定
数
に
関
す
る
条
例
を
は
じ
め
、

議
員
・
町
長
の
期
末
手
当
の
条
例
改
正
及
び
職
員

の
給
与
条
例
の
改
正
な
ど
16
の
議
案
を
審
議
し
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
8
人
の
議
員
が
町
の
活
性
化
対

策
な
ど
に
つ
い
て
、
12
問
に
論
戦
を
展
開
し
ま
し

た
。

12 月 定 例 会

会制度が始まる
 農地利用最適化推進委員１０名による新体制

古
殿
町
農
業
委
員
会
の
委
員
	

等
の
定
数
に
関
す
る
条
例
改
正

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
農

業
委
員
及
び
新
た
に
創
設
さ
れ
る
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
農
業
委
員
は
公
選
に
よ
り
選
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
新
た
な
制
度
で
は
町
長
が
選
任
し
議
会
の

同
意
を
得
て
任
命
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

議
員
の
期
末
手
当
条
例
改
正

審
議
議
案

　

議
員
の
期
末
手
当
を
県
の
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
、
年

０
・
１
月
分
引
き
上
げ
る
改
正
で
す
。

Q 

人
事
院
で
議
員
に
対
し
て
勧

告
は
し
て
い
な
い
で
す
ね
。

A 

質
問
の
と
お
り
で
す
。

Q 

こ
の
議
案
の
提
案
者
は
。

A 

町
長
で
す
。

　
町
内
の
民
間
の
状
況
を
見
ま
す
と
、
民
意
を
得
ら
れ

な
い
も
の
と
思
い
、
そ
の
観
点
か
ら
反
対
し
ま
す
。

岡
部
淳
一 

議
員

反
対

　
こ
れ
ま
で
も
県
の
勧
告
に
準
じ
て
改
正
を
実
施
し
て

い
る
た
め
、
賛
成
し
ま
す
。

緑
川
栄
一 

議
員

賛
成

賛
成 

10

反
対　
１

採
決

可
決

論
討

賛　成

野崎
藁谷
緑川
鈴木（一）
佐藤（弘）
矢内
鈴木
木戸
関根
佐川

反　対

岡部
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新たな農業委員
平成２９年度の改正から農業委員８人、

町
長
の
給
与
削
減
条
例

審
議
議
案

　
町
民
第
１
体
育
館
建
設
事
業
に
お
い
て
、
誤
解
を
招
い
た
事

に
対
し
、
こ
の
責
任
を
取
る
た
め
と
し
て
町
長
の
給
与
を
１
月

か
ら
３
ケ
月
間
、
５
％
を
削
減
す
る
条
例
の
制
定
で
す
。

　
今
ま
で
の
体
育
館
建
設
の
事
務
の
進
め
方
に
つ
い
て
執

行
部
に
問
題
は
な
か
っ
た
と
の
考
え
か
ら
反
対
し
ま
す
。

鈴
木
昭
生 

議
員

反
対

　
体
育
館
問
題
に
関
わ
る
様
々
な
事
実
認
定
に
町
と
議
会

の
意
志
疎
通
を
図
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果

議
会
の
混
乱
に
対
し
、
町
長
が
責
任
を
取
る
こ
と
は
当
然

と
考
え
ま
す
の
で
賛
成
し
ま
す
。

岡
部
淳
一 

議
員

賛
成

　
町
長
は
、
厳
し
い
覚
悟
を
持
っ
て
執
行
に
当
た
っ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
自
ら
の
判
断
に

よ
る
条
例
提
出
に
対
し
、
町
長
の
意
見
を
尊
重
し
賛
成
し

ま
す
。

木
戸
久
康 

議
員

賛
成

賛
成 

６

反
対　
５

採
決

可
決

論
討

賛　成

野崎
佐藤（弘）
岡部
木戸
関根
佐川

反　対

藁谷
緑川
鈴木（一）
矢内
鈴木
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可決した主な条例等 ・予算
職
員
の
給
与
条
例
の
改
正

一般
会
計
第
４
次
補
正
予
算

町
税
条
例
の
改
正

提
出
し
た
意
見
書

　
教
職
員
の
給
与
及
び
手
当
を
人
事
院

勧
告
に
準
じ
て
、
給
料
を
平
均
０
・

６
％
、
勤
勉
手
当
を
０・
１
月
引
き
上

げ
る
改
正
で
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
年
間
の
人
件
費
が
給
与

で
２
７
６
千
円
、
勤
勉
手
当
が
１
４
１
万
５

千
円
の
合
わ
せ
て
１
６
９
万
１
千
円
増

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
５
６
６
万
円
増
額
し
、
総
額
50
億
１
５
１
６
万
円

と
す
る
も
の
。
歳
入
で
は
、
国
・
県
支
出
金
が
増
加
。

　
主
な
歳
出
で
は
、
国
の
経
済
対
策
に
伴
う
臨
時
福

祉
給
付
金
１
６
５
０
万
円
、
地
方
バ
ス
路
線
維
持
対

策
補
助
金
１
３
４
０
万
円
、
石
川
消
防
署
古
殿
分
署

関
連
道
路
整
備
費
２
７
５
０
万
円
な
ど
で
す
。

　
国
の
税
制
改
正
に
伴
い
、
住
民
税
に

関
し
て
日
本
・
台
湾
で
の
二
重
課
税
回

避
に
係
る
特
例
、
自
己
治
療
の
た
め
の

市
販
薬
購
入
に
対
す
る
医
療
費
控
除
の

特
例
を
設
け
る
と
と
も
に
、
固
定
資
産

税
に
関
し
て
は
、
法
律
で
定
め
て
い
た

特
例
を
条
例
に
委
任
す
る
「
わ
が
ま
ち

特
例
」
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
設
備
に
係
る
特
例
措
置
等
を
追
加
導

入
す
る
も
の
で
す
。

会 計 区 分 補正した金額 補正後の予算額 採決

一　般　会　計 565 万円 50 億 1,516 万円

全
員
賛
成

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 16 万円 ８億 191 万円

簡 易 水 道 ▲３万円 １億 445 万円

農業集落排水事業 ▲ 331 万円 7,722 万円

介  護  保  険 1,842 万円 ７億 118 万円

後 期 高 齢 者 医 療 330 万円 5,903 万円

各会計の補正状況と採決結果（１万円未満切り捨て）

教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
同
意

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会�

�

委
員
の
選
任
に
同
意

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
へ
の

加
入
を
求
め
る
意
見
書

�

発
議
者　
緑
川　
栄 

一  　
　
　
　

�

賛
成
者　
佐
藤　
弘
信

阿
久
津　
華　
子 

さ
ん

住
　
所
　
竹
貫
字
上
町

任
　
期
　
32
・
12
・
15

大　
樂　
勝　
男 

さ
ん

住
　
所
　
鎌
田
字
滝

任
　
期
　
31
・
12
・
22

橋　
本　
富　
夫 

さ
ん

住
　
所
　
山
上
字
仮
宿

任
　
期
　
31
・
12
・
22
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常任委員会の活動

　
県
工
事
、
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
「
ふ
る
ど
の
東

地
区
」
農
道
荷
市
場
古
内
線
改
良
工
事
の
状
況
を
視
察
す

る
と
共
に
、
今
年
度
発
注
の
町
道
改
良
工
事
３
カ
所
に
つ

い
て
視
察
・
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
地
調
査
後
、
今
冬
の
除
雪
体
制
及
び
農
業
委
員
会
制

度
改
正
の
内
容
に
つ
い
て
担
当
課
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

「ひだまり荘」視察調査

町道竹貫田いわき線改良工事状況視察調査　　

　
現
在
、
町
で
進
め
て
い
る
高
齢
者
居
住
交
流
施
設
計

画
と
老
人
福
祉
事
業
の
参
考
と
す
る
た
め
、
鮫
川
村
の　
　
　

「
ひ
だ
ま
り
荘
」
及
び
中
島
村
の
「
ふ
れ
あ
い
の
郷
」

を
視
察
・
調
査
し
、
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

産 業 建 設 常 任 委 員 会
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第
３
回
臨
時
会
は
、
10
月
19
日
に
開
催
さ
れ
、

町
民
第
１
体
育
館
建
設
工
事
の
工
事
請
負
契
約
締

結
に
つ
い
て
及
び
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
の
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
体
育
館
建

設
工
事
は
賛
成
多
数
で
、
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

は
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

第
３
回 

臨
時
会
10.19

請
負
契
約
の
締
結

審
議
議
案

Q 

条
件
付
一
般
競
争
入
札

の
条
件
、
契
約
者
の
本
社
及

び
県
内
自
治
体
で
の
工
事
の

実
績
は

A 

有
資
格
者
格
付
等
級

１
５
０
０
点
以
上
、
本
社
は

東
京
で
、
棚
倉
町
体
育
館
の

震
災
に
伴
う
復
旧
工
事
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

Q 

今
回
の
入
札
は
何
社
応

札
し
、
県
内
外
の
区
分
は

A 

応
札
業
者
は
５
社
で
、

県
内
に
営
業
所
は
ピ
ー
エ
ス

三
菱
１
社
、
残
り
４
社
は
仙

台
で
す
。

Q 

町
長
は
一
貫
し
て
体
育

館
改
築
は
一
町
歩
で
進
め
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
変
わ

り
は
な
い
か
。

A 

出
来
る
な
ら
ば
一
町
歩

の
面
積
を
確
保
し
て
進
め
て

行
く
考
え
方
を
持
っ
て
お
り

ま
す
。

全消防団に貸与された団員用活動服　　

請
負
業
者　
株
式
会
社
ピ
ー
エ
ス
三
菱　
福
島
営
業
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

所
長　
　
葛
西　

 

淳

請 

負 

額　
14
億
９
０
４
０
万
円

契
約
の
方
法　
条
件
付
一
般
競
争
入
札

　
土
地
収
用
法
に
基
づ
く
体
育
館
用
地
の
取
得
方
法
と
事

務
手
続
等
に
疑
問
を
持
っ
て
い
る
と
共
に
、
町
民
の
声
が

反
映
で
き
な
い
体
育
館
建
設
に
関
す
る
工
事
契
約
に
は
反

対
し
ま
す
。 野

崎
喜
彦 

議
員

反
対

　
体
育
館
改
築
に
つ
い
て
は
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
も
や

は
り
町
民
の
た
め
に
も
、
町
の
将
来
の
た
め
に
も
改
築
構

想
の
転
換
を
す
べ
き
と
考
え
反
対
し
ま
す
。

岡
部
淳
一 

議
員

反
対

　
当
初
に
建
設
費
が
予
算
措
置
さ
れ
、
工
事
発
注
と
な
り

ま
し
た
。
早
急
な
着
工
完
成
を
多
く
の
町
民
が
望
ん
で
お

り
ま
す
の
で
賛
成
し
ま
す
。

緑
川
栄
一 

議
員

賛
成

　
体
育
館
建
設
工
事
の
入
札
の
手
続
、
手
法
に
つ
き
ま
し

て
、
適
正
に
執
行
さ
れ
た
と
認
め
、
契
約
に
賛
成
し
ま
す
。

佐
藤
弘
信 

議
員

賛
成

賛
成 

８

反
対　
３

採
決

可
決

論
討

賛　成

藁谷
緑川
鈴木（一）
佐藤（弘）
矢内
鈴木
関根
佐川

反　対

野崎
岡部
木戸

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

消
防
団
員
活
動
服
新
調

　
町
消
防
団
第
１
分
団
３
部
に
配
備
す
る

消
防
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
を
購
入

す
る
た
め
指
名
競
争
入
札
を
実
施
し
た
も

の
で
す
。

　
契
約
金
額　
８
６
４
万
円

　
契
約
の
相
手
方　

　
　
白
河
市
大
鳥
居
橋
前
83
の
14

　
　
（
株
）
盤
水
社　
白
河
営
業
所　

　
　
　
　
　
所　
長　
辺
見　
善
衛　
　
　
　

可
決

一 般 質 問一 般 質 問
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一 般 質 問一 般 質 問

野
の

崎
ざき

　喜
よしひこ

彦 議員

　
「
緑
あ
ふ
れ
る
流
鏑
馬
の

里
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

と
し
て
い
る
当
町
は
県
内
外

に
そ
の
名
を
馳
せ
て
お
り
、

流
鏑
馬
は
我
が
町
の
誇
り
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
伝
統
文
化

を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と

は
我
々
町
民
の
責
務
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
貴
重
な
観
光

資
源
で
も
あ
り
ま
す
。
流
鏑

馬
保
存
会
で
は
、
平
成
20
年

に
馬
３
頭
を
購
入
し
翌
年
に

は
山
上
宮
前
に
厩
舎
を
建
築

し
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
か

ら
は
、
馬
が
大
久
田
地
区
に

移
動
さ
れ
飼
育
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
伺
い
ま
す
。

野
崎　
山
上
宮
前
の
厩
舎
と

３
頭
の
馬
の
管
理
権
限
者
ま

た
は
所
有
者
は
だ
れ
で
す
か
。

町
長　
建
物
は
町
の
所
有
で

３
頭
の
馬
の
所
有
者
は
流
鏑

馬
保
存
会
で
す
。

野
崎   
馬
３
頭
が
大
久
田
の

有
実
地
内
に
移
動
す
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
最
大
の

理
由
は
何
で
す
か
。

町
長　
調
整
が
つ
か
な
い
た

め
流
鏑
馬
保
存
会
が
大
久
田

の
畜
舎
所
有
者
と
の
飼
育
契

約
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

野
崎　
現
在
、
土
地
の
使
用

契
約
は
締
結
し
て
い
ま
す
か
。

町
長　
土
地
の
賃
貸
借
契
約

は
継
続
中
で
す
。

野
崎　
馬
が
元
に
戻
れ
な
い

障
害
は
何
で
す
か
。

町
長　
調
整
が
整
っ
て
い
な

い
た
め
で
す
。

野
崎　
今
後
、
馬
の
導
入
の

計
画
、
方
針
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長　
現
時
点
で
そ
う
し
た

話
に
は
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

流
鏑
馬
事
業
運
営
の
今
後
を
ど
う
す
る

流
鏑
馬
保
存
会
と
調
整
中　
　町

長

一
般
質
問
は
、
12
月
14
日
に
８
人
の
議
員
が
12
問
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
の
一
部
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

一
般
質
問

町民の声を
伝える

町の考えを
ただす

町政に
生かす

定期的に運行する福祉バス

直
ぐ
に
事
業
認
定
を
受
け
る
こ
と
は

困
難
と
判
断

町
民
第
１
体
育
館
建
設
に
伴
う

予
定
地
の
事
業
認
定
は

町
長

・�

バ
ス
運
行
に
よ
る
高
齢
者

の
生
活
の
確
保
に
つ
い
て

１
点
目

　

�‌�

冬
期
間
の
バ
ス
運
行
の
改

善
２
点
目

　

�‌�

高
令
者
ド
ラ
イ
バ
ー
運
転

免
許
返
納
に
伴
う
対
策

そ
の
他

質
の

問

　
多
く
の
町
民
が
大
規
模
な

体
育
館
建
設
に
対
し
異
議
を

唱
え
、
疑
問
視
す
る
声
が
今

な
お
絶
え
な
い
現
状
に
あ
る

こ
と
は
甚
だ
憂
慮
に
堪
え
ず

残
念
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

町
政
の
健
全
な
運
営
を
堅
持

す
る
と
い
う
観
点
か
ら
次
の

点
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

野
崎　
当
初
、
１
町
歩
の
事

業
認
定
を
受
け
る
と
い
う
目

論
見
と
説
明
に
反
し
追
加
４

反
歩
の
事
業
認
定
が
認
可
で

き
な
か
っ
た
理
由
と
原
因
は

何
か
。

町
長　
今
年
の
７
月
に
地
権

者
の
内
諾
を
得
た
後
に
認
定

を
受
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ

困
難
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

野
崎　
４
反
歩
の
用
地
交
渉

の
時
期
と
追
加
認
定
を
受
け

よ
う
と
し
た
事
務
の
着
手
は

い
つ
で
し
た
か
。

町
長　
旧
体
育
館
の
ア
ス
ベ

ス
ト
問
題
が
発
生
し
た
平
成

18
年
か
ら
で
事
務
の
着
手
は

今
年
の
７
月
で
す
。

野
崎　
４
反
歩
の
事
業
認
定

が
不
可
能
だ
と
判
明
し
た
と

き
の
心
境
は
い
か
が
で
し
た

か
。

町
長　
不
可
能
で
は
な
く
そ

の
時
点
で
直
ぐ
に
受
け
る
こ

と
は
困
難
だ
と
受
け
止
め
ま

し
た
。
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一 般 質 問一 般 質 問

給食バイキングの食事メニュー

小学校の楽しい給食の時間

給
食
費
の
公
費
負
担
を
進
め
よ

法
に
基
づ
い
て
運
営
し
て
い
ま
す町長

佐
さ

藤
とう

　弘
ひろ

信
のぶ

 議員

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、

学
校
給
食
法
で
経
費
の
負
担

区
分
を
定
め
て
い
ま
す
。
施

設
・
設
備
に
要
す
る
経
費
並

び
に
学
校
給
食
の
運
営
に
つ

い
て
は
設
置
者
の
負
担
、
そ

れ
以
外
の
経
費
は
保
護
者
の

負
担
と
な
っ
て
お
り
、
学
校

給
食
費
と
さ
れ
る
の
は
食
材

料
費
と
な
り
ま
す
。

　
近
年
、
給
食
費
を
公
費
負

担
自
治
体
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
子

育
て
支
援
策
と
同
時
に
、
人

口
減
少
対
策
、
こ
ど
も
の
貧

困
対
策
等
、
多
岐
に
わ
た
る

課
題
に
対
す
る
自
治
体
の
切

実
な
る
取
り
組
み
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
こ
ど
も
が

増
え
た
、
人
口
の
流
出
が
弱

く
な
っ
た
、
外
か
ら
の
移
住

者
が
増
え
た
と
い
う
成
果
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
石
川
管
内
で
も
支
援
な
さ

れ
て
お
り
、
無
償
化
を
検
討

す
べ
き
と
の
観
点
か
ら
、
考

え
方
を
伺
い
ま
す
。

佐
藤　
給
食
費
の
公
費
負
担

の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

町
長　
給
食
費
に
関
し
ま
し

て
は
、
学
校
給
食
法
に
基
づ

き
、
運
営
経
費
は
、
町
が
負

担
し
、
食
材
の
経
費
は
、
保

護
者
に
負
担
い
た
だ
く
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

佐
藤　
町
の
小
・
中
学
校
の

年
間
給
食
費
は
、
一
人
当
た

り
い
く
ら
か
。

町
長　
小
学
校
が
年
間
４
万

７
千
５
百
円
、
中
学
校
１
・

２
年
生
が
５
万
３
千
70
円
、

３
年
生
が
５
万
千
40
円
で
す
。

佐
藤　
現
在
町
の
給
食
費
に

対
す
る
支
援
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
か
。

町
長　
一
食
あ
た
り
、
小
学

校
で
は
28
円
、
中
学
校
で
は

24
円
を
負
担
し
て
お
り
ま
す
。

佐
藤　
石
川
管
内
の
給
食
費

の
支
援
策
は
、
把
握
し
て
い

る
か
。

町
長　
管
内
で
は
本
町
を
含

む
４
町
村
が
、
給
食
費
の
軽

減
に
関
す
る
一
定
程
度
の
支

援
策
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

佐
藤　
給
食
費
を
無
償
化
し

た
場
合
、
ど
の
位
の
負
担
と

な
る
の
か
。

町
長　
小
中
学
校
合
わ
せ
て

年
間
２
千
２
百
万
円
程
度
の

負
担
に
な
る
と
見
込
ま
れ
ま

す
。

佐
藤　

子
育
て
支
援
対
策
、

人
口
減
少
対
策
、
町
外
流
出

対
策
等
に
一
定
の
成
果
が
あ

る
給
食
費
の
無
料
化
を
検
討

す
べ
き
と
思
う
が
、
見
解
を

伺
い
ま
す
。

町
長　

法
律
に
基
づ
い
て
、

保
護
者
に
応
分
の
負
担
を
頂

い
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
子
育
て
支
援
に
関

し
ま
し
て
は
、
幅
広
い
対
応

が
求
め
ら
れ
、
様
々
な
施
策

を
総
合
的
に
展
開
し
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
幅
広
い
観
点

か
ら
、
子
育
て
支
援
に
取
組

ん
で
い
き
ま
す
。

石川管内の給食費支援状況

石 川 町 前期全納家庭は、後期分町負担

平 田 村 １／３村で補助

浅 川 町 １／２町で補助

古 殿 町 １食当たり小学校28円、中学校24円町補填
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一 般 質 問一 般 質 問

住宅建設が進む新桑原地内

緑
みどり

川
かわ

　栄
え い

一
いち

 議員

　
古
殿
町
は
、
町
政
施
行
60

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
町
は
、

上
下
水
道
の
整
備
、
役
場
庁

舎
の
新
築
等
の
社
会
資
本
の

整
備
、
小
学
校
統
合
、
こ
ど

も
園
建
設
、
町
民
第
１
体
育

館
新
築
等
、
教
育
に
重
点
を

置
い
た
施
策
が
執
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
今
、
町
の
最
重
要
課

題
は
、
人
口
減
少
対
策
に
早

急
に
取
り
組
む
事
と
思
い
ま

す
。
住
み
よ
い
町
づ
く
り
か

ら
、
住
ん
で
み
た
い
街
づ
く
り

に
重
点
を
置
く
べ
き
と
考
え
次

の
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

緑
川　
平
成
20
年
か
ら
平
成

27
年
に
お
け
る
人
口
移
動
実

態
は
。　

町
長　

８
年
間
で
、
転
入

５
２
４
人
、
転
出
８
０
０
人
で

２
７
６
人
の
転
出
超
過
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

緑
川　
平
成
20
年
か
ら
平
成

27
年
に
お
け
る
新
築
住
宅
の

着
工
件
数
及
び
行
政
区
は
。

町
長　
論
田
５
件
、
上
山
上

８
件
、
下
山
上
２
件
、
大
久

田
４
件
、
上
松
川
16
件
、
下

松
川
12
件
、
竹
貫
12
件
、
田

口
10
件
、
鎌
田
９
件
、
仙
石

３
件
の
合
計
81
件
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

緑
川　
新
築
住
宅
及
び
、
リ

フ
ォ
ー
ム
に
お
い
て
、
町
の
助

成
金
制
度
は
。

町
長　
町
産
材
を
利
用
し
て

住
宅
の
新
築
等
を
し
た
場
合
、

新
築
に
当
た
っ
て
は
50
万
円
、

増
築
に
あ
っ
て
は
20
万
円
を
助

成
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
新

築
等
に
当
た
り
、
擁
壁
設
置

が
必
要
と
な
る
際
の
経
費
に

つ
い
て
も
、
２
０
０
万
円
を
限

度
に
助
成
を
し
て
お
り
ま
す
。

町
と
い
た
し
て
は
、
こ
れ
ら

の
制
度
を
積
極
的
に
周
知
す

る
と
と
も
に
、
若
者
の
定
住

促
進
に
む
け
て
、
住
宅
の
新

築
、
中
古
家
屋
の
取
得
や
リ

フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
新
た
な
支

援
制
度
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

緑
川　
こ
ど
も
子
育
て
に
対

す
る
町
の
助
成
金
は
。

町
長　
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
い

金
、
こ
ど
も
の
医
療
費
助
成
、

こ
ど
も
園
の
保
育
料
免
除
の

他
に
、一般
不
妊
治
療
な
ど
の

支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

住
ん
で
み
た
い
町
づ
く
り
は

住
宅
新
築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に

　
　
　
　
　
支
援
制
度
を
検
討

町
長

緑
川　
高
校
生
の
通
学
費
及

び
下
宿
代
等
に
対
す
る
助
成

金
制
度
新
設
の
考
え
は
。

町
長　
高
校
生
の
通
学
費
等

へ
の
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、

奨
学
資
金
と
し
て
無
利
子
の

貸
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

緑
川　

町
民
体
育
館
内
に

キ
ッ
ズ
広
場
併
設
の
考
え
は
。

町
長　
体
育
館
が
完
成
し
た

上
で
有
効
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。　
　

緑
川　
町
産
材
に
よ
る
６
次

化
産
品
の
開
発
・
販
売
計
画

は
。

町
長　
林
業
従
事
者
が
町
産

材
を
活
用
し
自
ら
製
品
開
発

と
販
売
を
行
う
６
次
化
に
関

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

町
の
林
業
振
興
に
も
寄
与
す

る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
意
欲
的
な
取
組
に
対
し
て

は
町
と
し
て
も
支
援
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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健康管理センターのいきいきクラブ

町内に点在する空き家

藁
わらがや

谷　直
なおよし

吉 議員

　
町
制
60
年
後
の
平
成
28
年

は
、
全
国
的
な
少
子
高
齢
化

現
象
に
よ
り
、
子
ど
も
の
姿

は
少
な
く
な
り
、
高
齢
者
が

年
々
増
加
、
空
き
家
は
山
間

部
や
商
店
街
で
も
多
く
、
耕

作
放
棄
の
農
地
が
増
加
し
、

こ
れ
か
ら
迫
り
来
る
将
来
を

思
う
と
町
民
は
不
安
と
心
配

で
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
次
の
点
に
つ
い
て

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

藁
谷　
文
化
財
指
定
の
取
り

組
み
と
今
後
の
方
向
性
は
。

教
育
長　
指
定
し
た
文
化
財

の
保
全
に
取
り
組
む
と
と
も

に
新
た
な
指
定
は
条
例
や
選

定
基
準
、
学
識
経
験
者
の
意

見
等
を
踏
ま
え
、
検
討
し
ま

す
。

藁
谷　
元
気
な
高
齢
者
活
用

の
取
り
組
み
と
今
後
の
方
向

性
は
。

町
長　
高
齢
者
の
こ
れ
ま
で

培
っ
た
知
識
と
経
験
は
町
の

財
産
で
あ
り
、
ご
助
言
、
ご

協
力
を
頂
く
と
と
も
に
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業

活
動
の
支
援
を
通
じ
て
意
欲

と
能
力
に
応
じ
た
い
き
い
き

と
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

藁
谷　
空
き
家
対
策
の
取
り

組
み
と
今
後
の
方
向
性
は
。

町
長　
行
政
区
長
や
行
政
だ

よ
り
を
通
じ
て
空
き
家
情
報

を
求
め
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
空
き
家
住
宅
情
報
サ
イ

ト
に
登
録
し
紹
介
し
ま
す
。

藁
谷　
名
誉
町
民
の
状
況
と

今
後
の
選
任
は
。

町
長　
条
例
基
準
に
基
づ
き

長
年
、
社
会
文
化
振
興
に
尽

く
し
、
郷
土
の
誇
り
と
し
て

深
く
尊
敬
す
る
方
を
推
薦
し

ま
す
。

藁
谷　

町
の
活
性
化
に
頑

張
っ
て
い
る
個
人
や
団
体
な

ど
へ
の
支
援
は
。

町
長　
町
で
は
「
が
ん
ば
る

地
域
活
性
化
支
援
事
業
」
に

よ
る
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

今
年
度
は
15
団
体
に
補
助
金

を
交
付
し
て
お
り
、
引
き
続

き
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

藁
谷　
町
職
員
に
公
務
員
倫

理
を
ど
の
よ
う
に
指
導
教
育

し
て
い
る
の
か
。

町
長　
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
開
催
さ
れ
る
研
修
会

に
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
定

期
的
に
服
務
規
律
指
導
と
綱

紀
粛
正
を
促
し
て
お
り
ま
す
。

一 般 質 問一 般 質 問

町
の
活
性
化
対
策
は

各
種
活
性
化
事
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る

町
長
・
教
育
長



ふるどの議会だより　第138号
平成29年１月20日発行11

一 般 質 問一 般 質 問

お
ふ
く
ろ
の
駅
長
再
募
集
は

人
事
案
件
で
す
の
で
答
弁
を

　
　
　
控
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す町長

町
民
第
１
体
育
館

　
　
　
４
反
歩
用
地
の
買
収
は

４
反
歩
の
買
収
は

　
　
　
　
終
了
し
て
お
り
ま
す町長

木
き

戸
ど

　久
ひさやす

康 議員

　
11
月
10
日
、
全
戸
配
布
の

紙
ベ
ー
ス
で
駅
長
候
補
者
募

集
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
町
の

核
と
な
る
べ
き
「
お
ふ
く
ろ

の
駅
」
が
混
乱
を
し
て
い
て

は
運
営
そ
の
も
の
が
危
ぶ
ま

れ
ま
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

事
態
に
な
っ
た
の
か
質
問
し

ま
す
。

木
戸　

第
一
点
、
前
回
採
用

と
な
っ
た
人
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
略
歴
を
お
知

ら
せ
下
さ
い
。

　
第
二
点
、
10
月
１
日
に
着

任
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

　
第
三
点
、
現
在
、
駅
長
は

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
第
四
点
、
現
在
、
何
人
の

応
募
が
あ
る
の
か
。

町
長　
い
ず
れ
も
㈱
お
ふ
く

ろ
の
駅
の
人
事
案
件
で
あ
り

個
人
情
報
を
含
む
も
の
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
大
変
恐
縮
で

す
が
、
答
弁
は
控
え
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　
今
ま
で
４
反
歩
の
土
地
は

事
業
認
定
を
受
け
る
べ
く
県

と
協
議
中
と
発
言
し
て
い
ま

し
た
が
、
協
議
を
し
た
事
実

が
無
い
こ
と
が
発
覚
し
ま
し

た
。

　
４
反
歩
の
課
税
額
９
６
４

万
円
を
手
続
上
の
ミ
ス
で
税

金
を
充
て
る
こ
と
は
大
問
題

で
あ
り
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
質
問
し
ま
す
。

木
戸　
県
と
協
議
中
と
言
っ

て
い
た
が
、
今
も
そ
の
認
識

か
。

町
長　
協
議
と
い
う
認
識
で

ご
ざ
い
ま
す
。

木
戸　

追
加
で
大
丈
夫
と

言
っ
て
い
た
が
、
県
、
税
務

署
よ
り
含
み
の
回
答
は
あ
っ

た
の
か
。

町
長　
今
年
の
３
月
時
点
で

は
６
反
歩
の
事
業
認
定
を
受

け
て
お
り
ま
す
が
、
４
反
歩

に
つ
い
て
は
協
議
を
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

木
戸　
６
反
歩
の
買
収
予
算

は
い
つ
、
い
く
ら
計
上
し
、

い
つ
い
く
ら
で
買
収
し
た
の

か
。

町
長　
平
成
27
年
度
当
初
予

算
で
５
４
０
０
万
円
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
。
買
収
は
今

年
３
月
定
例
会
で
議
決
を

得
た
上
で
取
得
価
格

５
０
２
７
万
７
９
２
０
円
で

購
入
し
て
お
り
ま
す
。

木
戸　
４
反
歩
の
買
収
予
算

は
い
つ
の
時
点
で
い
く
ら
計

上
し
た
の
か
。

町
長　
平
成
28
年
度
当
初
予

算
で
用
地
購
入
費
３
６
０
０

万
円
、
事
業
認
定
に
係
る
経

費
５
４
５
万
円
、
合
わ
せ
て

４
１
４
５
万
円
計
上
し
て
お

り
ま
す
。

木
戸　
４
反
歩
の
買
収
は
終

了
し
た
の
か
。
し
た
と
す
れ

ば
そ
の
金
額
は
。

町
長　
４
反
歩
の
買
収
は
終

了
し
て
お
り
、
買
収
金
額
は

総
額
で
４
１
１
３
万
１
６
９
６

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

おふくろの駅周辺
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道
路
網
の
整
備
状
況
は

機
会
を
捉
え
て
県
に
要
望
を

行
い
ま
す

町
長

鈴
す ず き

木　一
いちろう

郎 議員

　
道
路
改
良
は
社
会
経
済
の

活
動
及
び
地
域
間
の
交
流
と

住
民
生
活
を
支
え
る
重
要
な

役
割
を
し
て
お
り
ま
す
。
念

願
だ
っ
た
国
道
３
４
９
号
の

土
鍋
工
区
が
完
成
し
11
月
29

日
に
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
地
域
の
活
性
化
は
基
よ

り
町
発
展
の
た
め
に
大
い
に

期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

こ
で
次
の
点
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

鈴
木　
町
道
竹
貫
古
殿
線
の

改
良
計
画
は
。

町
長　
現
在
の
と
こ
ろ
改
良

計
画
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

鈴
木　
県
道
古
殿
・
須
賀
川

線
ま
た
三
株
下
市
萱
小
川
線

の
改
良
計
画
は
。

町
長　
こ
れ
ら
県
道
の
改
良

に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
土
木

部
と
意
見
交
換
会
を
始
め
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
要

望
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

鈴
木　
中
山
間
事
業
の
荷
市

場
古
内
線
の
完
成
予
定
は
。

町
長　
事
業
主
体
で
あ
る
県

で
は
、
平
成
30
年
度
の
完
成

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

鈴
木　
町
道
小
滝
線
の
三
本

楢
地
区
ま
で
の
延
長
計
画
は
。

町
長　
町
道
小
滝
線
の
端
か

ら
三
本
楢
地
区
ま
で
の
区
間

は
農
道
三
本
楢
小
滝
線
が
整

備
さ
れ
町
が
管
理
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
今
年
度
は
敷
き

砂
利
を
実
施
し
た
ほ
か
、
こ

れ
ま
で
も
改
良
に
向
け
た
検

討
を
進
め
て
き
ま
し
た
が　

か
な
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
今
後
の
取
扱
い
に

つ
い
て
は
、
慎
重
に
対
応
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

鈴
木　
資
材
支
給
事
業
の
現

況
は
。

町
長　
11
月
末
現
在
、
生
コ

ン
支
給
が
８
路
線
、
採
石
支

給
が
６
路
線
と
な
っ
て
お
り　

今
後
も
資
材
支
給
に
よ
る
集

落
内
の
道
路
や
水
路
等
の
環

境
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

農道三本楢・小滝線

町道竹貫・古殿線 県道古殿・須賀川線

一 般 質 問一 般 質 問
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町民第１体育館建設工事

体
育
館
改
築
に
絡
む
事
業
認
定

の
経
緯
と
内
容
は

４
反
歩
の
事
業
認
定
申
請
は

　
　
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん

町
長

今
年
度
か
ら
次
年
度
に
か
け
て

の
町
民
生
活
に
関
わ
る
諸
問
題
は

復
興
と
地
方
創
生
に
向
け
て

　
　
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す町長

岡
お か べ

部　淳
じゅんいち

一 議員

　
町
民
第
１
体
育
館
が
町
民

の
様
々
な
声
を
背
景
に
10
月

入
札
・
契
約
と
進
み
工
事
着

工
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
改

築
問
題
は
町
内
ば
か
り
か
、

県
下
に
取
り
巻
く
情
報
が
発

信
さ
れ
る
と
い
う
異
様
な
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
情
報
の
中
で
常
に
発
せ

ら
れ
る
言
葉
は
「
議
会
の
議

決
に
よ
る
」
も
の
と
の
認
識

で
す
。
私
は
こ
の
議
会
の
議

決
を
間
違
っ
て
い
る
な
ど
い

う
つ
も
り
は
毛
頭
あ
り
ま
せ

ん
が
、
町
の
行
く
末
に
お
け

る
町
民
の
声
が
本
当
に
生
か

さ
れ
た
の
か
甚
だ
疑
問
に

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
こ

の
質
問
で
は
、
体
育
館
改
築

に
お
け
る
全
体
像
の
中
で
今

年
度
に
買
収
が
実
施
さ
れ
た

旧
体
育
館
跡
地
４
反
歩
の
事

業
認
定
の
経
緯
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

町
長　
こ
ち
ら
は
、
町
が
４

反
歩
の
事
業
認
定
申
請
を

行
っ
た
事
を
前
提
と
し
た
ご

質
問
と
捉
え
た
上
で
申
し
上

げ
ま
す
が
、
町
で
は
４
反
歩

の
事
業
認
定
申
請
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

岡
部　
４
反
歩
の
事
業
認
定

申
請
は
い
つ
ど
こ
に
対
し
て

行
わ
れ
た
の
か
。

町
長　
（
答
弁
な
し
）

岡
部　
申
請
書
類
は
ど
ん
な

内
容
が
記
載
さ
れ
る
の
か
。

町
長　
（
答
弁
な
し
）

岡
部　
こ
の
申
請
は
正
式
に

受
理
さ
れ
た
の
か
。

町
長　
（
答
弁
な
し
）

岡
部　
町
側
の
担
当
は
何
課

の
職
員
何
名
だ
ぅ
た
の
か
。

町
長　
（
答
弁
な
し
）

岡
部　
相
手
方
は
ど
こ
で
対

応
者
は
何
名
だ
っ
た
の
か
。

町
長　
（
答
弁
な
し
）

岡
部　
協
議
は
い
つ
ど
こ
で

何
回
行
わ
れ
た
の
か
。

町
長　
（
答
弁
な
し
）

岡
部　
町
は
ど
ん
な
内
容
を

協
議
に
付
し
た
の
か
。

町
長　
（
答
弁
な
し
）

岡
部　
協
議
は
申
請
を
認
め

る
認
め
な
い
、
い
ず
れ
の
観

点
で
進
ん
だ
の
か
。

町
長　
（
答
弁
な
し
）

岡
部　
認
め
ら
れ
な
い
と
い

う
結
論
だ
が
何
が
問
題
だ
っ

た
の
か
。

町
長　
（
答
弁
な
し
）

岡
部　
い
つ
ど
の
時
点
で
認

定
出
来
な
い
と
な
っ
た
の
か
。

町
長　
（
答
弁
な
し
）

岡
部　
本
当
に
正
式
に
受
理

さ
れ
た
上
で
の
協
議
だ
っ
た

の
か
。

町
長　
（
答
弁
な
し
）

岡
部　
正
式
で
な
い
協
議
も

存
在
す
る
の
か
、
通
常
あ
り

得
る
の
か
。

町
長　
（
答
弁
な
し
）

岡
部　
正
式
な
協
議
の
意
味

合
い
と
こ
れ
ま
で
の
町
長
答

弁
は
矛
盾
し
て
い
な
い
か
。

町
長　
（
答
弁
な
し
）

岡
部　
町
道
な
ど
の
改
良
と

維
持
管
理
対
策
は
。

町
長　
必
要
性
・
緊
急
性
な

ど
総
合
的
に
判
断
し
て
対
応

し
ま
す
。

岡
部　
小
学
校
跡
地
利
用
は
。

町
長　
旧
大
原
小
学
校
は
バ

イ
オ
乾
燥
機
の
試
験
運
転
、

旧
論
田
小
学
校
は
地
域
活
性

化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を

し
ま
す
。

岡
部　
中
山
間
事
業
の
進
捗

と
住
民
の
声
は
。

町
長　
用
水
路
整
備
事
業
大

原
地
区
及
び
古
内
地
区
は
、

調
査
設
計
後
、
近
日
中
に
地

区
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。

岡
部　
バ
イ
オ
ガ
ス
事
業
施

策
の
今
後
の
見
通
し
は
。

町
長　
調
査
結
果
、
当
事
業

の
収
支
見
込
み
が
な
く
事
業

化
は
困
難
で
す
。

岡
部　
給
食
費
の
無
料
化
に

向
け
て
の
取
り
組
み
は
。

町
長　
食
材
経
費
は
保
護
者

に
負
担
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

岡
部　
道
の
駅
の
現
状
は
。

町
長　
答
弁
は
控
え
ま
す
。

岡
部　
次
年
度
の
重
点
事
業

は
。

町
長　
地
方
創
生
に
重
点
を

置
き
ま
す
。

一 般 質 問一 般 質 問
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イ
ノ
シ
シ
対
策
課
の
設
置
を

ま
ず
は
県
や
猟
友
会
と
連
携
し

対
策
を
検
討

町
長

佐
さ が わ

川　勇
ゆ う じ

司 議員

　
日
々
鳥
獣
駆
除
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
る
猟
友
会
員
及

び
関
係
者
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
町
の
イ
ノ
シ
シ
捕
獲

数
は
震
災
前
か
ら
比
べ
現
在

10
倍
を
超
え
る
捕
獲
数
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ

の
繁
殖
能
力
は
１
歳
か
ら
出

産
可
能
で
１
回
に
５
～
７
頭

年
２
回
出
産
、
驚
く
ほ
ど
の

繁
殖
率
で
す
。
町
の
山
間
部

あ
ち
こ
ち
で
、
大
群
の
む
れ

も
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

当
然
農
作
物
被
害
も
増
加
し

さ
ら
に
は
、
民
家
へ
の
侵
入

捕獲されたイノシシの頭部と牙　　約150Ｋｇ級の大物

捕獲されたイノシシ

一 般 質 問一 般 質 問

人
的
被
害
も
発
生
す
る
な
ど

深
刻
な
現
状
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
伺
い
ま
す
。

佐
川　
イ
ノ
シ
シ
駆
除
最
中

に
起
き
た
人
的
被
害
内
容
と

実
施
隊
の
補
償
対
応
は
。

町
長　
先
月
、
町
鳥
獣
被
害

対
策
実
施
隊
員
が
、
わ
な
に

か
か
っ
た
イ
ノ
シ
シ
に
止
を

刺
す
た
め
銃
を
放
っ
た
と
こ

ろ
、
わ
な
を
引
き
ち
ぎ
っ
て

実
施
隊
員
に
襲
い
か
か
り
負

傷
し
た
も
の
で
す
。
隊
員
は

特
別
職
員
に
任
命
さ
れ
て
お

り
今
回
の
事
故
は
公
務
中
に

生
じ
た
こ
と
か
ら
、
公
務
災

害
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

佐
川　
狩
猟
者
に
対
す
る
技

術
研
修
や
事
故
防
止
活
動
へ

の
補
助
、
支
援
の
対
応
は
。

町
長　
技
術
研
修
等
の
対
応

は
県
が
猟
友
会
や
本
町
等
と

連
携
し
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

イ
ノ
シ
シ
の
急
増
を
踏
ま
え

今
後
は
町
独
自
の
研
修
会
等

の
開
催
も
検
討
し
ま
す
。

佐
川　
今
後
も
交
付
金
活
用

と
鳥
獣
被
害
対
策
費
継
続
は

当
然
で
す
が
、
猟
友
会
組
織

拡
大
と
し
て
予
算
増
額
を
検

討
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長　
猟
友
会
等
と
狩
猟
者

の
確
保
に
向
け
た
対
策
を
検

討
し
ま
す
。

佐
川　
今
後
の
取
り
組
み
と

し
て
全
国
で
話
題
と
な
っ
て

い
る
ジ
ビ
エ
振
興
に
取
り
組

み
安
全
化
し
た
イ
ノ
シ
シ
肉

の
活
用
で
町
活
性
化
と
加
工

所
や
ジ
ビ
エ
カ
ー
の
導
入
は

ど
う
か
。

町
長　
原
子
力
災
害
の
影
響

に
よ
り
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ

の
放
射
線
量
が
基
準
値
を
超

え
て
お
り
、
イ
ノ
シ
シ
肉
の

食
用
に
向
け
た
取
り
組
み
は

現
在
の
と
こ
ろ
極
め
て
困
難

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

佐
川　
イ
ノ
シ
シ
の
広
域
捕

獲
と
牧
場
化
の
展
開
な
ど
、

今
後
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
望

ま
れ
る
た
め
、
庁
舎
に
鳥
獣

対
策
課
を
設
置
し
、
本
格
的

に
取
り
組
む
こ
と
は
ど
う
か
。

町
長　
イ
ノ
シ
シ
の
対
策
は

多
岐
に
渡
り
、
生
息
域
の
把

握
、
狩
猟
者
の
確
保
な
ど
広

域
的
か
つ
専
門
的
な
対
応
が

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
ま

ず
は
県
や
猟
友
会
等
の
関
係

団
体
と
連
携
を
深
め
、
対
策

を
検
討
し
ま
す
。

佐
川　
近
年
サ
ギ
鳥
の
被
害

も
増
加
に
あ
り
ま
す
。
カ
ワ

ウ
と
同
様
な
支
援
対
応
は
ど

う
か
。

町
長　
カ
ワ
ウ
被
害
に
対
し

ま
し
て
は
、
内
水
面
漁
協
が

買
い
上
げ
に
よ
る
狩
猟
捕
獲

の
奨
励
な
ど
そ
の
駆
除
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
サ
ギ
類
に

つ
い
て
も
、
そ
の
被
害
状
況

に
応
じ
た
対
応
を
進
め
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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汎用型収穫機

ホイルローダー（ベールグラブ）

ラッピングマシン

　畜産農家の自給飼料生産体制の整備を図り、飼料用トウモロコシの、
生産を拡大することにより、自給飼料の生産基盤を強化し、肉用繁殖牛
の飼養頭数の増加を図るため、汎用型飼料収穫機及びラッピングマシン
が、今年度町内の畜産農家に導入される。

Q　平成２７年12月一般質問から
和牛繁殖農家への支援策はテーマ

A　町長答弁

町の基幹産業である畜産の振興対策は。

畜産振興につながる取り組みを進めてまいります。

その後の
対　　応

追跡追跡レポート
その後
　   どうなった？

No.36
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み ん な の ペ ー ジ

田口乗馬クラブのみなさん

＊クラブ結成の経緯－自分達の馬で練習しよう。

＊地元の役者を養成したい－多くの皆さんの支援に感謝

　田口乗馬クラブ（緑川和助会長）は、平成19年２月に古殿町流鏑馬保存会の教習生だった地元の有志
５人で結成しました。馬の飼育を決めたきっかけは、平成18年の秋の例大祭にありました。役者、副役
者として出陣した仲間が相次いで落馬、大きな怪我をするという惨事に見舞われました。
　三株にあった乗馬クラブが撤退したため、練習不足のうえ慣れない馬で神事に望まざるを得なかった
のが最大の原因でした。
　自分たちの馬で多く練習をすれば、怪我をすることはない、技も上達できるとの強い思いがあったそ
うです。

　平成19年の秋には、放牧地と流鏑馬の専用練習場を整備、次いで厩舎を建築しました。翌年の７月に
は悲願であった馬２頭（ホユウ号雄３歳・サクラ号雌７歳）の購入にこぎつけました。これには、地区
民の大きな支援とご理解があったことに加え、県内外の有志からも多額の浄財が寄せられたそうです。
　会長は、「今年で結成10年という節目の年になりますが、昨年は、若い新入会員が役者の大役を見事
果たしてくれました。今後とも会員一同『流鏑馬の町ふるどの』の更なる発展のため頑張ります」と話
してくれました。
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議会を傍聴してみませんか

今回紹介するのは、「やぶさめ馬を飼育する田口乗馬クラブ 」 の皆さんです。

Ｎｏ.29

次回の
定例会

古殿町のホームページからもご覧いただけます。

古殿町 検　索 町議会へ

３月 上旬


